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「生えはじめの歯にこそ
フッ素を！」

生涯を通して健康な口腔内環境を維持するために、
ひるま矯正歯科では『Under 20：20 歳までの口腔
内を徹底して管理し、むし歯・歯周病のリスクを低
下させ維持する事が将来的な口腔内の健康に有利に
働く』ことに注目し、取り組みを進めています。
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フ
ッ
素
（
フ
ッ
化
物
）
は
、
む

し
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る
た
め

世
界
各
国
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
、
家
庭
で
使
用

す
る
た
め
に
市
販
さ
れ
て
い
る

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
や
ジ
ェ

ル
、
乳
幼
児
期
か
ら
保
健
所
や

歯
科
医
院
で
行
う
フ
ッ
素
塗
布
、

学
童
期
に
学
校
で
行
う
フ
ッ
化

物
洗
口
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
方
が
あ
り
ま
す
。
フ
ッ

素
と
い
う
の
は
具
体
的
に
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モ
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フ
ル
オ
ロ
リ
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酸
ナ
ト
リ
ウ
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フ
ッ
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ナ
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ウ
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フ
ッ
化
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な
ど
。
こ
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ら
が
、
歯
質
強
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＝
む
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歯
に
な
り
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く
い
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い
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す

る
）、
再
石
灰
化
の
促
進
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＝
む

し
歯
に
な
り
は
じ
め
の
溶
け
た

促
し
ま
す
。
ま
た
、
高
濃
度
の

フ
ッ
素
塗
布
に
よ
っ
て
歯
に
取

り
込
ま
れ
た
フ
ッ
素
は
徐
々
に

減
少
し
ま
す
。
家
庭
で
フ
ッ
素

を
使
う
こ
と
に
よ
り
減
少
す
る

素
を
吸
収
し
や
す
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の

時
期
に
歯
科
医
院
で
フ
ッ
素
塗

布
を
行
っ
た
り
、
家
庭
で
フ
ッ

化
物
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

効
率
よ
く
む
し
歯
を
予
防

す
る
方
法
な
の
で
す
。
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歯
科
医
院
で
行
う
フ
ッ

素
塗
布
（
＝
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
）
と
、
家

庭
で
使
用
す
る
フ
ッ
化
物

製
品
（
＝
ホ
ー
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は
濃
度
や
効
果
に
違
い
が

あ
り
ま
す
。
歯
科
医
院
で

定
期
的
に
塗
布
す
る
医
療

用
の
フ
ッ
素
は
高
濃
度
で

あ
り
家
庭
用
の
約
10
倍
の

濃
度
。
お
口
の
中
を
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
フ
ッ
素

が
浸
透
し
や
す
い
状
態
に

し
て
か
ら
、
安
全
に
配
慮

し
て
塗
布
を
行
い
ま
す
。

生
え
た
て
の
歯
は
ス
ポ
ン

ジ
の
よ
う
に
吸
収
し
や
す

い
の
で
、
フ
ッ
素
が
歯
に

し
み
わ
た
り
、
歯
質
を
強

く
し
、
脱
灰
を
防
ぎ
再
石

灰
化
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
一
方
、
家
庭

用
の
歯
磨
剤
な
ど
に
含
ま

れ
る
フ
ッ
素
は
低
濃
度
で

毎
日
使
用
す
る
こ
と
で
そ

の
日
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

歯
を
再
石
灰
化
す
る
の
を

ス
ピ
ー
ド
を
少
な
く
し
て
、
歯

に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
フ
ッ
素

の
量
を
下
げ
な
い
よ
う
に
し
て

む
し
歯
を
予
防
し
て
い
き
ま
す
。

歯
科
医
院
で
定
期
的
に
（
通
常

３
〜
４
ヵ
月
に
１
度
）
高
濃
度

の
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
、
家
庭

で
は
低
濃
度
の
フ
ッ
素
を
毎
日

継
続
し
て
使
用
す
る
の
が
最
も

効
果
的
な
方
法
で
す
。

部
分
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
働

き
）、む
し
歯
菌
の
活
動
抑
制（
＝

む
し
歯
菌
が
酸
を
作
る
活
動
を

弱
め
る
）
な
ど
の
働
き
を
す
る

こ
と
で
む
し
歯
予
防
に
効
果
を

発
揮
す
る
の
で
す
。
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乳
歯
や
生
え
た
て
の
永
久
歯

は
未
熟
な
た
め
、
表
面
構
造
が

弱
く
む
し
歯
に
な
る
確
率
が
非

常
に
高
い
状
態
で
す
。
歯
の
表

面
を
覆
う
エ
ナ
メ
ル
質
が
や
わ

ら
か
く
、
軽
石
の
よ
う
に
で
こ

ぼ
こ
し
て
お
り
、
む
し
歯
菌
や

プ
ラ
ー
ク
が
付
着
し
や
す
く
、

む
し
歯
に
な
る
と
進
行
も
速
い

た
め
特
に
注
意
が
必
要
な
時
期

で
す
。
外
部
か
ら
の
影
響
を
受

け
や
す
い
こ
の
時
期
は
、
危
険

が
高
い
状
態
で
あ
る
反
面
、フ
ッ

　夏の風物詩、高校野球を見ていると最も能力の高い
選手がピッチャーで４番を打ち、守りと攻撃の要を１
人の選手が担うチームが時々あります。しかし、高校
に比べると球のスピードが断然速く変化球の種類も多
い日本プロ野球において、打者として高い打率を残す
ピッチャーはほとんど存在しません。最近では日本ハ
ムファイターズの大谷選手がピッチャーと打者で結果
を残していますが極めて希有な例で、ピッチャーと４
番を任されるプロ野球選手はいません。これには、高
校野球に比べてプロ野球の試合数が非常に多く投手の
負担が大きいという事もありますが、最も大きな理由
として高いレベルで野球を行う上で、各選手が専門性
を高めなければチームの勝利に結びつかないためです。
　歯科医療においても、１人の歯科医師が歯を削って、
抜歯をして、矯正治療も行うという事は可能ですが、
全てにおいて質の高い医療を提供しようとすればすぐ
に限界となります。歯科先進国である欧米では、何で
もこなす歯科医師はごくわずかで、各専門のスタッフ
が各領域を担当して総合的に質の高い医療を提供する
システムが確立されており、このようなシステムをイ
ンターディシプリナリーアプローチと呼びます。近年、
日本でも質の高い医療を提供するために各専門分野の
医院による連係の必要性が叫ばれています。例えば、
矯正歯科は矯正歯科専門医院、歯の根の治療は根管治
療専門医院、歯周病の治療には歯周病専門医院、予防
には一般的な歯科医院に通うといったものです。この
ようなシステムは理想的ですが各医院が独立し経営す

るために各医院での設備やスタッフの配備に多くの経
費が必要となり治療費が高額になること、患者さんが
各医院で予約をとり時間の調整をしなければならない
こと、医院間の移動に時間がかかることなどから制約
が多く、途中で通院をあきらめてしまう方も少なくあ
りません。また、各医院の間で治療に重きを置く医院、
予防に重きを置く医院、患者さんの利便性に重きを置
く医院、経営的な利益に重きを置く医院など診療理念
に差があり、その差が治療結果に影響を与え、せっか
くそれぞれの専門医院に通っているのに十分な治療結
果を得られないということもしばしばあるのです。こ
のような問題を改善するには、一つの医院で設備や専
門スタッフを充実させ、診療の理念を一致させてイン
ターディシプリナリーアプローチを行うことで、患者
さんは通いやすく、医療の質を向上させ、治療費の高
騰も抑えることが出来ます。
　ひるま矯正歯科では、「１本の歯を生涯にわたり守る」
という全スタッフ共通の理念のもと、虫歯と歯周病の
リスク検査を行い、リスク検査に基づきリスクを下げ
る初期治療を行い、その後に一般歯科医は可能な限り
歯を削らない処置、再発を防ぐ精密な治療を行い、矯
正歯科医は歯を機能的かつ美しい歯並びを創りメイン
テナンスしやすい環境をつくり、衛生士はメインテナ
ンスにより歯を守り続けるシステムを構築してきまし
た。今後も、さらに総合的に質の高い歯科医療を多く
の方に提供し生涯にわたり歯を守りたいと考えていま
す。私たちはこれからも努力と挑戦を続けていきます。
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